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観測結果：観測結果：
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μ‐τμ‐τ対称性：対称性：



動機と目的動機と目的

•μ‐τ対称性は観測結果の特徴を再現することができる。

μ‐τ対称性の利点：

μ‐τ対称性の弱点：

•μ‐τ対称性を課す事によりθ13が正確に0になってしまう。

•荷電レプトンではμ‐τ対称性が満たされていない。

観測結果の特徴を再現するμ‐τ対称性の持つ利点を残

し、有限のθ13を生み出すニュートリノ質量行列を考える。
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CPCPの破れが最大の破れが最大

ではない場合は？ではない場合は？

μ‐τμ‐τ対称性を破れを持つ質量行列対称性を破れを持つ質量行列

CPCPの破れが最大の場合：の破れが最大の場合：
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μ‐τμ‐τ対称性の利点を残し、有限の対称性の利点を残し、有限のθθ1313を再現している。を再現している。

CPCPの破れが最大ではない場合：の破れが最大ではない場合：
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まとめと考察まとめと考察

►►μμ--ττ対称性の利点を生かしつつ、有限の対称性の利点を生かしつつ、有限のθθ1313とと

なる質量行列を導いた。なる質量行列を導いた。

DiracDirac位相、位相、MajoranaMajorana位相ともに決定された。位相ともに決定された。
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►►質量の二乗差の階層性を説明できる質量行列質量の二乗差の階層性を説明できる質量行列
を導いた。を導いた。
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